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「羅針盤」が東を示しています。
示す方向に「50th」の文字があしらわれ、

大垣東高が目指す進路（針路）と50年の歩みを表現しました。

１年生　米 田  彩 純

シンボルマークに込めた思い

スローガンに込めた思い

青は青春を表し、東高のスクールカラーでもあります。
また、水の都大垣の澄んだ水の色をイメージしました。

無限の広がりをもつ大空に羽ばたく姿は、
無限の可能性をもつ東高生の未来を表しています。

２年生　佐 藤  綾 香

募金趣意書

人づくりのために
　昭和49（1974）年４月１日、岐阜県立大垣東高等学校は開校しました。半世紀の時を経て、令和５（2023）

年に創立50周年を迎えます。今日の大垣東高等学校があるのは、卒業生やご家族の皆様をはじめ、地

域社会の方々の絶大なご支援のたまものです。心より感謝申し上げます。

　50周年の節目にあたり、大垣東高等学校が為すべきは、創立の精神を尊び、本校に学ぶ在校生や未

来の東高生が次代のリーダーとして活躍するための基盤整備にあると考え、創立50周年記念事業を計

画いたしました。

　大垣東高等学校は、創立30周年記念事業でご支援いただいた寄付金を基に、岐阜県下の高等学校に

類を見ない「三稜会奨学金」を創設しました。以来、有為な人材育成を目的とし、在校生ならびに卒業

生を対象に奨学金を給付してまいりました。このたびの50周年記念事業では「三稜会奨学金」を拡充し、

多様な生徒に対する就学支援と研究支援に活用したいと考え、同窓生の皆様や各界からご寄付を募る

ことといたしました。

　また、令和５（2023）年11月中旬には、在校生や学校関係者を対象にした記念式典と卒業生を対象に

した祝賀会を開催いたします。

　創立50周年記念事業を通じて、卒業生の皆様が懐かしい母校や友人との絆をさらに深めるとともに、

学校や地域の皆様と一層の交流を図ることができれば幸甚です。そして、未来を担う人づくりに一層

のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

岐阜県立大垣東高等学校
創立50周年記念事業

校章（三稜）と校訓（仰峯不屈）の由来
　東高の「校章の由来」によれば、「三稜形の校章は西方より仰がれる伊吹の峰をあらわし、その三つの
稜形は本校教育の基本方針であり、大垣東高生の追求すべき三つの理想、豊かな知性（真）、高い徳性（善）、
調和のとれた身体（美）を象徴したものである。」と記されている。これほど明快に東高の教育精神を説明
したものを私は知らない。
　いみじくも校歌は謳う、「朝の陽にかがやく峯の伊吹山　高き理想と仰ぎつつ」「三稜のバッジが示す
真善美　深き教えと悟りつつ」。校章と校歌の見事な照応である。私が校訓を「仰峯不屈」と定めた由来
もここにあり、これ以上多くを語る必要はないような気がする。
（※「峯」は伊吹山が独立峯であることから、「峰」よりも「峯」がふさわしいと、作詞をされた殿岡辰雄氏が強くこだわられた。）

第2代校長　安 藤  清 先生　　十周年記念誌より



拝啓　皆様方におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上

げます。日頃は岐阜県立大垣東高等学校の発展のために格別のご

高配を賜り、誠にありがとうございます。

　大垣東高等学校は、昭和49（1974）年に大垣市美和町の地に開校

しました。高度経済成長期にあって、人口急増、高校進学者の増

加という社会背景のなかでの高校新設でした。校地は大垣商業高

校、大垣南高校と受け継がれた跡地にあり、草創期は施設設備の老朽化や教育機器の絶対的な

不足もありました。しかしながら、当時の先生方や先輩方は「自由」と「自主性」を重んじる校風

をいち早く確立され、４期生である私は、物質的なハンディキャップを感じるよりも、居心地

の良さや自分で判断し行動することの面白さにのめり込んでいきました。以来、大垣東高等学

校の校風を伝統として「仰峯不屈」の校訓とともに受け継がれてまいりました。あれから半世紀。

我が母校は令和５（2023）年に創立50周年を迎えることとなりました。

　この間、15,000余名の卒業生が巣立ち、国内外を問わず各界で広く活躍されております。

　未来を予測しコントロールすることは、一段と困難になってきました。新型コロナウイルス

感染症はそのことを突きつけました。この時代において、求められるのは「頼もしい人間」です。

私が考える頼もしい人間とは、どんな困難にも自ら考え、衆知を集めて、ルールを作り推進し

ていく人です。まさに50年前の母校の姿です。私は、頼もしい人物を輩出し続ける母校であっ

てほしいと願っています。

　本校がこれから先も地域社会におきまして一層のご支援をいただきますように、創立50周年

を機に、同窓会（三稜会）、育友会、学校が一体となって「岐阜県立大垣東高等学校創立50周年実

行委員会」を発足し、記念事業を計画いたしました。経済情勢厳しい折、恐縮でございますが、

何卒、記念事業の趣旨をご理解いただき、特段のご支援をお寄せいただきますよう心よりお願

い申し上げます。

　末筆ながら、皆様の益々のご健勝とご活躍を祈念申し上げます。
敬具

　　　令和５年１月吉日

岐阜県立大垣東高等学校創立50周年記念事業実行委員会

委員長　田 口  義 隆
 [第4期卒業生]

1 寄 付 金 目 標 額  １５,０００,０００円
2 寄付金対象事業 ◦三稜会奨学金の原資増　　◦施設整備事業　体育館床シート（学校行事）等

3 募 集 期 間 令和５年２月１日～令和５年８月３１日

4 寄 付 方 法 個人寄付　１口   ５,０００円
 法人寄付　１口 ５０,０００円
 誠に恐縮ですが、複数口の寄付をお願いいたします。

5 寄 付 金 振 込  （3つの中からお選びください）
1 ゆうちょ銀行の振込用紙を使用される場合は、寄付口数の規定はありません。
2 コンビニ専用振込用紙を使用される場合は、５,０００円または1０,０００円の寄付額に限られます。
3 上記以外で寄付をいただける場合は、下記の金融機関へ以下の方法で振込をお願いいたします。

◦右のQRコードから、寄付申し込みフォームに入力していただき、お振込ください。
　寄付口数の規定はありません。
◦事務局にも振込依頼書が用意してあります。お問い合わせください。

振込口座：大垣共立銀行　船町出張所　　普通預金  ０４０８４３５
口座名義：岐阜県立大垣東高等学校創立50周年記念事業実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　会 計　　岩田　肇

 

※恐れ入りますが、1・3につきまして振込手数料はお振込人のご負担でお願いいたします。

6 寄付者への返礼の品
『 限定版非売品　東高制服キティちゃんぬいぐるみ（サイズ：約12cm） 』
２口　1０,０００円の寄付にて　１体をお送りします。

◦10,000円×複数口の寄付を頂いた場合は、寄付額に順じたマスコットをお送り
いたしますので、複数体ご希望の方（法人の方も）は、振込用紙の備考欄（1の方）、
申し込みフォーム（ 3の方）にその旨ご記入ください。

◦希望されない方は、ご記入無用です。

7 寄付をいただいた方へ
ご芳名を50周年記念誌に記載させていただきます。記載を希望されない方は、
事務局までご連絡ください。

1. 記念式典・記念講演会　日時：令和５年11月11日（土）午前　本校体育館

2. 記念コンサート　名古屋フィルハーモニー交響楽団メンバーとその仲間たち
　　　日時：令和５年10月26日（木）　大垣市民会館

3. 三稜会奨学金の拡充（寄付金による原資の拡大）
　　　目的：「将来の有為な人材に対する奨学のため」（在校生、卒業生対象）

4. 施設整備事業　　5. 記念誌作成　　6. 同窓会名簿発行

記 念 事 業ご 挨 拶

記念事業資金計画

※QRコードは（株）デンソーウェーブの
　登録商標です


